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人・農地プランの「実質化」に伴う「話し合いの場」会議結果قর౔地યك 
 
日 時：ഥਮ３ফڳা 16 日（স） 午後３時 00 分ع午後ڱ時 00 分 
場 所：中౔防಼コ঑গॽॸィ७ンター（多৯৓掂・第１会৮掂） 
参加者：中౔地区内で農地を所有ྼは農業を営॒でいる方 15 名/ＪＡ湘南１名 
    （うち認定農業者４名/農業法人（基構到達）１社/農業委員６名） 
事務局：੃৘部ਓ業捽掰課শ/農掚水ਓྉশ/農掚水ਓྉ担当/農業委員会事務局担当 
 
 
（１）人・農地プランの「実質化」に伴う「話し合いの場」の趣旨について 
 『農地状況地図図面（現在）及び農地状況地図図面（10 ফ後）』について説明 
 『人・農地プラン作成のためのアンケート集計結果』について説明 
 
（２）中心経営体への農地の集約化に関する将来方針（案）について 
 地域のコーディネーター（中౔地区の農業委員）による進ষ 
 
【協議結果】 
・中౔地区における中心経営体への農地の集約化に関する将来方針案の決定 
 ・中౔ਨ部：町道 4063 号線（ূ਎大৾果౴園඄地ع挳挌挑ে७ンター）及び町道

4064 号線（ੵ業੮地ৄعอらし઎付੺）周辺の現状後継者がいない農
地については、同地区内においてオリーブ耕作を営む農業法人や認定農
業者を中心に農地のਹ用集捑を図る。 

      町道 4063 号線のಥ中から分วし、町が拻৶する第 2 圃場をつなぐ農道
周辺の現状後継者がいない農地については、第 2 圃場の০後のਹ用用ಥ
等を勘案しつつ、第 2 圃場周辺の農地のઐৢਹ೶ਙを高めるための農道
整備（拡幅や退避場所の設置等）を検討する。 

      町道 0103 号線（元町ઐ挽ਡ付੺عయ᧑৾園先（ඹ大༺町）周辺の現状
後継者がいない農地については、新規就農者への誘致を検討する。 

      その他の現状後継者がいる農地については、同地区内において耕作を営
む認定農業者の営農による維持及び後継者の営農による維持を図る。 

 ・中౔南部：ྪ൲৛ਨ部の৛ሄ周辺の現状後継者がいない農地については、新規就
農者への誘致を検討する。 

      その他の現状後継者がいる農地については、同地区内において耕作を営
む認定農業者の営農による維持及び後継者の営農による維持を図る。 
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【ਔৄಉ】 
・自身の高齢化により現在、農地を耕作できていない状況にあり、後継者もいない。

以前、事業者から建設資材の置場に農地を借りることができないかと相談を受けた
ことがあるが、農地のਹ用਑拘等についてถしくੴらない。 

 
・農地の集捑や新規就農者への誘致を図ろうにも、ྪ൲৛ਨડの৛ሄには日照条件や

水はけの悪い農地が多く、現在は自身や同地区内の後継者のੈৡ等により挬とか維
持しているが、農地としてのਹ用੼捛が高いとは思えない。ਹ用੼捛の高い農地と
するためには農道整備や基盤整備による農地拡大が必要と思う。 

 
・草刈りや農薬を用いない有機農法は時として周辺農地に悪影響を与えることから、

新規就農者の進出についてೃ挡する声がある঳方で、地域内での後継者がႶᇆして
いる状況において進出を奨励する声もある。新規就農者の誘致に際しては、農地を
ᓾᄑする際に周辺農ੇとの৹整を図るとともにフज़টーアップをষってはどうか。 

 
・農業収捍だけでে計をয়てることは挚しいことから、経費の増加を抑えるだけでな

く、ソーラーシェアリング等で新たな収入となる取組を促進してはどうか。 
 
・農道が狭くては、大型੤૏によるઈဦや重機を用いた耕作ができないため、効૨৓

な農業をষうためにも農道の整備は必須と思う。 
 
・町が拻৶する第２圃場のણ用（観光農園の๺੤場ਹ用、৘ড়農園等）の検討とಡच、

周辺の農道を拡幅してはどうか。 
 
・৘ড়農園など、ਂ્定多ਯがਹ用する取り組ाは、遊休荒廃地対策としては有効だ

が、ਂ法਺ಣやჅ൯等、周辺の農地に迷惑をかける場合もあるため、周辺の地権者
の同意を予め得ておく必要があると思う。 

 
・イノシシによる鳥獣被害が地区内のいたるところで続出しており、アンケート結果

でも農業経営の課題の１位となっていることから、「広域防護柵」の設置や「電気
柵」等への補助について継続してほしい。 

 
・先代から農地を相続したが竹が茂っており維持もままならない。貸付意向を示した

としても借り手がつかない場合には、どのように拻৶したものか挓をฎまचている。 
 
・アンケート৚掬や話し合いの場での意ৄを、人・農地プランの公表とともにフィー

ドバックしていくことが重要。定਋৓に農業者の意ৄをลい঱ऑる捸組ाも検討し
てほしい。 


